
広野町ホームページで情報をいち早くお伝えします！
　広野町から「お知らせ」や「まちの話題」、「イベント」などの
情報をいち早くお伝えしています。ぜひご確認ください。 「広野町」

を検索

ひろのどこでもe-Booksをご存知ですか？
　広野町が発行している「広報ひろの」や「広野町ガイド
ブック」、「議会だより」、「東日本大震災の記録」などをパ
ソコンやタブレット端末で見ることができます。 「ひろのどこでも

e-Books」を検索
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人・農地プラン策定に関する地区座談会を開催
農業の課題解決に向けて

二ツ沼総合公園杯新春パークゴルフ大会を開催
笑みがこぼれたナイスショット！

広野町消防団・婦人消防隊出初め式を挙行
町民の安全と安心を確保するために

東京電力HD（株）福島復興本社の大倉代表に要望
安全で着実な廃炉と被災地復興

　12月15～17・21日の４日間、人・農地プラン
策定に関する地区座談会を広野町公民館で開催しま
した。町では農業の発展、生産基盤となる農地を将
来にわたって確保するため、地権者や農耕者と意見
を交換しながらプランの策定を進めています。今回
の座談会では、町内全体の地区を再編した上でプラ
ンを策定することについて、双葉普及所や県農業振
興公社出席のもと、座談会形式で検討しました。

　１月11日（月）、二ツ沼総合公園杯新春パークゴ
ルフ大会が二ツ沼総合公園パークゴルフ場にて開催
されました。地域交流と親睦を育むとともに、健康
増進を図ることを目的とするパークゴルフについて
は、開会式・閉会式を簡略化し、感染症対策を徹底
して短時間で大会を開催しました。町内外から155
人の方にご参加いただき、晴天に恵まれた暖かな日
差しの中で、参加者は懇談を深めながらプレーを楽
しみました。

　１月17日（日）、令和３年広野町消防団・婦人消
防隊出初め式を広野町総合グラウンドにおいて挙行
しました。感染症対策を十分に行った上で、今年は
規模縮小のため幹部団員・隊員のみが出動し、恒例
の駅前でのパレードや二ツ沼での放水は実施を見送
りました。式では遠藤町長が「消防の重要性を胸に
刻み、自信と誇りを持って、住民の信頼と期待に応
えるべく、団長・隊長指揮のもと、一丸となって取
り組んでください。」と述べました。

　１月４日（月）、東京電力ホールディングス（株）
福島復興本社の大倉代表が来訪し、遠藤町長、北郷
議長、小磯副議長に新年の挨拶をしたほか、安全で
着実な廃炉や被災地復興に全力を尽くす姿勢を強調
しました。遠藤町長は、「新たな10年を迎えるにあ
たり、中長期ロードマップをはじめ様々な課題を克
服して着実な廃炉を進めていただきたい。地域住民
の理解と協力のもとに、これからの展望と更なる廃
炉の進捗を強く求めます。」と要望しました。

↑地区ごとに開催した座談会

↑マスクの下から笑みがこぼれる参加者 ↑通常点検を受ける消防団員↑新たな10年に向けて強く要望

第７回ふくしま学（楽）会を開催
震災10年と福島復興を考える

ほ場整備事業の説明会を開催
米づくりの生産性向上へ

正月の風物詩「とり小屋」を実施
無病息災・コロナ終息の祈りを込めて！

コミュニティエリア“ぷらっとあっと”で展示会を開催
ふる里、伝統・文化を再発見

　１月24日（日）、第７回ふくしま学（楽）会を“ぷ
らっとあっと”で開催しました。町では、平成30年
から早稲田大学ふくしま広野未来創造リサーチセン
ターを中心に、福島が抱える問題について考えるふ
くしま学（楽）会を定期的に開催しています。参加
者は、感染症対策のためオンラインで参加し、地域
住民、学生、NPO、行政、専門家など約140人が
意見を交わしました。

　１月16日（土）、ほ場整備事業に関する説明会を
広野町公民館で開催しました。町では県と協力しな
がら、農村地域の復興基盤総合整備事業を進め、農
業構造の改善と生産性の向上に取り組んでいます。
今回の説明会では、令和２年度工事区域のうち、門
沢・北沢工区の地権者・耕作者に対して、工事の概
要および工程などについて、県と施工業者からの説
明や質疑応答が行われました。

　１月８日（金）、正月送りの伝統行事「とり小屋」
が、下浅見川地区と上北迫本郷地区の水田２箇所で
行われました。「とり小屋」は、東日本大震災以降
は一時中断していましたが、復活して今年で４年目
を迎えました。感染症対策のため規模を縮小して行
い、集まった地域住民は無病息災の願いに加えて新
型コロナウイルスの早期終息を祈りながら、燃えさ
かる炎を見つめていました。

　１月８日～31日の24日間、展示会「Excavating 
Home-Land －ふるさとを発掘する－」が“ぷらっと
あっと”で開催されました。ちゃのまプロジェクト
や福島アトラス、プロジェクトFUKUSHIMA ！な
どが企画し、地域の暮らしや魅力、これからの課題
について展示を行い、多くの方にご来場いただきま
した。展示会終了後も、だれもが気軽に立ち寄れる
拠点“ぷらっとあっと”にぜひお立ち寄りください。

↑オンライン参加者と意見を交わす学生たち

↑図面をもとに概要を説明↑上北迫本郷地区で行われたとり小屋 ↑「見えない災害の地図」づくりに関する展示


